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1．はじめに
　インターネット上の百科事典 Wikipedia は、誰もが
編集できるという特徴を持ち、内容の合法性・正確性・
安全性等、あらゆる点において保証しない（1）と明記さ
れていて、利用については自己責任で行う必要がある。
しかし、その内容量や情報の早さから多くの人に利用
されており、また Google のナレッジグラフにも使用さ
れる（2）など、検索結果の目につきやすい所に表示され
ることも多い。インターネットによる情報検索を行う
際、意識せずとも Wikipedia の情報が日常的に目に入っ
てくる状況である。
　本稿では、住民が地域の情報を Wikipedia の記事と
して編集したり、Wikipedia の姉妹プロジェクトで誰
でも自由に利用できる画像等の情報を包括し提供して
いる Wikimedia Commons に画像をアップロードする
イベントである Wikipedia Town へのライブラリアン
の支援について、筆者の行っている活動を元に紹介し
たい。

2．Wikipedia Town
　Wikipedia Town は、2012 年に英国のウェールズに
あるモンマスという町で初めて実施された（3）。町の名
所等に QR コードを印刷した陶板を設置し、町全体
に Wi-Fi を張り巡らせて、スマートフォンなどから現
在地と関連した Wikipedia の記事へのアクセスを可能
にしたもので、ボランティアらによって 500 件以上の
Wikipedia の記事が編集されている。

　日本における取り組みでは、2013 年 2 月のインター
ナショナルオープンデータデイに合わせて横浜市で開
催されたのが最初（4）であり、その後、京都市、伊那市（長
野県）でも開催されるなど、各地域への広がりを見せ
ている。
　Wikipedia に 掲 載 さ れ て い る 記 事 や、Wikimedia 
Commons にアップロードされた画像は、クリエイ
ティブ・コモンズライセンスの「表示−継承（CC BY-
SA）」で利用可能（5）であり、クレジットの表示と、改
変した場合は同じライセンスで提供するという二つの
条件を守れば自由に利用できる。Wikipedia の記事や
Wikimedia Commons の画像もオープンデータの一つ
ということで、オープンデータ関連のイベントとして
Wikipedia Town が開催されることも多い。

3．オープンデータ京都実践会
　2013 年に京都市で開催されたオープンデータに関す
る勉強会をきっかけとして、2014 年 2 月のインター
ナショナルオープンデータデイを京都市で開催するこ
とを目的に、オープンデータ京都実践会というグルー
プが結成された。勉強会に参加していた筆者はこのグ
ループにも加わり、勤務する京都府立図書館の職員で
構成された自己学習グループである「ししょまろは
ん（6）」メンバーと共に、インターナショナルオープン
データデイ京都に参加することになった。イベントの
内容は、ボランティアガイドによる町の紹介を含む

「まち歩き」を行い、会場に戻ってから Wikipedia や
OpenStreetMap（7）、ちずぶらり（8）の編集を行うもので、
筆者達はこのイベントの中で、図書館司書として地域
情報の調べ方のレクチャーや、Wikipedia 編集に役立
つ図書館資料の提供を行った。また、Wikipedia のベ
テラン編集者であるウィキペディアンに教わりながら

＊京都府立図書館

開催日 開催都市 イベント名 会場
2013年2月23日 横浜市 横浜をWikipediaタウンにしよう！街歩き 横浜市中央図書館
2013年5月25日 横浜市 横浜をWikipediaタウンにしよう！街歩き 横浜市中央図書館

2014年5月11日 山中湖村（山梨県） 山中湖Wikipedia Town & マッピングパーティ
（トライアル） 山中湖情報創造館

2014年8月30日 京都市 京都オープンデータソン2014 vol.2 京都府立図書館
2014年10月5日 京都市 京都オープンデータソン2014 vol.3 京都府立図書館
2014年12月7日 京都市 京都オープンデータソン2014 vol.4 京都府立図書館
2015年1月17日 森町（北海道） 第1回ウィキペディアタウンもりまち 森町図書館
2015年1月24日 伊那市（長野県） Wikipedia TOWN × 高遠ぶらり in INA Valley 高遠町図書館
2015年3月15日 伊那市（長野県） 第2回 Wikipedia TOWN in INA Valley 高遠町図書館

Wikipedia「プロジェクト:アウトリーチ/ウィキペディアタウン/アーカイブ」より作成
http://ja.wikipedia.org/wiki/プロジェクト:アウトリーチ/ウィキペディアタウン/アーカイブ（参照 2015-04-26）

表　図書館を会場として開催された Wikipedia Town の開催一覧
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Wikipedia の記事の編集も行っている。
　OpenStreetMap は、2004 年に英国で発足した、自由
に利用できる地図を誰でも編集できる共同プロジェク
トで、クレジットの表示を行えば、印刷したり、地図
画像を再利用することもできる。イベントでは、フィー
ルドペーパー（紙に出力した対象エリアの地図情報）
を持ち、まち歩きをしながら、地物（道路や建物など）
を書き込み、会場でパソコンを用いて地図の編集を行
うマッピングパーティを行った。
　ちずぶらりは ATR Creative が提供している地図ア
プリで、古地図などの地図データをスマートフォンや
タブレットに表示させ、GPS 機能を用いた現在地やス
ポット情報を見ながらまち歩きを楽しむことができる
ものである。イベントでは、京都市明細図（9）が登録さ
れたアプリを使ってまち歩きを行い、ガイドから得た
情報等を会場に戻ってからパソコンを用いてちずぶら
りに登録した。
　この取り組みが好評であったため、2014 年度は京
都府立図書館のある京都市岡崎地域を中心にまち歩き
を行い、そこで得た情報を図書館の文献を元に編集す
る Wikipedia Town と OpenStreetMap マッピングパー
ティーを組み合わせたイベント、「京都まち歩きオープ
ンデータソン」を計 4 回実施した。うち 3 回は京都府
立図書館を会場とし、資料提供の他、図書館の使い方
等のレクチャーを行った。なお、会場として京都府立
図書館を利用しているが、当イベントはオープンデー
タ京都実践会が主催するものであり、ししょまろはん
メンバーも業務外の自己学習活動の一環として参加し
た。

4．ライブラリアンによる支援
　Wikipedia の編集については、基本原則である「五
本の柱（10）」において、中立的な観点に基づいて編集す
ること、独自研究を認めないこと、そして第三者によ
る検証を可能とするために出典を明記することが求め
られている。これらの原則を満たす記事を編集する上
で、資料やレファレンスサービス等を提供している図
書館を活用することは有効な手段である。図書館には
豊富な資料があり、特に公共図書館では地域資料を重
点的に収集しているので、地域の情報を調べるために
はうってつけである。また、専門職員によるレファレ
ンスサービスでは、文献紹介や事実調査を受けること
ができる。そして、それらのサービスをすぐに受けら
れる図書館内に、記事を編集することができるスペー
ス（机、電源、Wi-Fi 等）があれば、Wikipedia の編集
には最適な環境であると言える。
　ライブラリアンが Wikipedia Town に積極的に支
援を行う場合、まち歩きを行うならばどの地域を歩

くか、その地域にはどんなスポットがあり、それが
Wikipedia の独立記事作成の目安（特筆性）（11）に合致し
ているかを事前に調査した上で記事編集の候補をある
程度絞り、それに合わせた資料を準備しておくと効率
が良い。資料提供は、図書館で日常行っている範囲で
充分であるが、中立性や特筆性を証明するために、記
事作成の対象となっている施設等が自ら発行している
資料だけにならないよう、第三者により編集された資
料も用意する必要がある。
　京都府立図書館を会場とした「京都まち歩きオープ
ンデータソン」では、このイベントに参加するため
に初めて京都府立図書館を訪れる人が多く、図書館
の使い方や資料の探し方に慣れた参加者は少なかっ
た。このため、事前に関連資料を会場内に用意し、編
集したいテーマに合致した資料を参加者へ渡し、レ
ファレンスにも対応した。図書館以外の施設が会場の
場合は、運び込める資料点数に限りがあるが、図書館
の所蔵資料を持ち込んで参加者に利用してもらうこと
になる。イベントでは、地域情報の調べ方や図書館の
使い方などのレクチャーを可能な限り行い、参加者が
Wikipedia を編集する際に役立つ資料を自ら探し出せ
るリテラシーを身につけてもらうのが理想である。ま
た、資料を参考に記事編集を行うが、コピーアンドペー
ストは禁止であり、剽窃とならないよう、著作権に関
する注意事項を編集の前に参加者に対して充分に説明
しておく必要がある。

5．他地域への広がりと新しい取り組み
　2015 年に入ると、オープンデータ京都実践会のメ
ンバーが他地域で開催される同様のイベントへ補助に
行ったり、京都市のイベントへの参加者がそれぞれの
地元で同様のイベントを実施したりするなど、活動が
周辺地域へも広がってきた。2015 年 3 月に京都府相
楽郡精華町で開催された「精華町ウィキペディア・タ
ウン」では、精華町立図書館の職員が地域情報の調べ
方のレクチャーや郷土資料の提供を行い、筆者が京都
府立図書館の紹介を、精華町にある国立国会図書館関
西館の職員が国立国会図書館の紹介を行った。精華町
ウィキペディア・タウンでは、「ふるさと案内人」とし
て町の名所をめぐるツアーを開催しているシルバー人
材センターの方々にまち歩きのガイド役をしてもらっ
た。また、「ふるさと案内人」の方が普段案内してい
る地域の情報について、町立図書館の郷土資料を元に
Wikipedia の編集も行った。60 歳以上の参加者が多かっ
たが、パソコンを使った写真のアップロードや、記事
の編集も問題なく行うことができた。
　オープンデータ京都実践会は、2015 年度も 2 か
月に 1 回程度のペースで「京都まち歩きオープン
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データソン」を開催する予定である。4 月 19 日には
PARASOPHIA（京都国際現代芸術祭）をテーマとし
て、メイン会場である京都市美術館で展示作品を見
学した後に、向かいにある京都府立図書館で図書館の
文献を元に PARASOPHIA に関する記事を編集する

「Wikipedia ARTS 京都・PARASOPHIA」が実施され、 
PARASOPHIA に出展している現代芸術家 6 名の新規
記事の追加と 1 名の加筆を行った（12）。

6．さいごに
　図書館は、資料の貸出やレファレンスサービス等を
通じて、利用者へ資料を提供するところまでをサー
ビスとすることが多く、その後資料がどのように役
立ったのかをライブラリアンが知る機会は少ない。
Wikipedia Town を支援する過程では、図書館が収集
している地域資料が住民に活用され、誰もが利用でき
るオープンデータの形式で新たな地域の文化資源や観
光資源として創造、発信されるところまでを見届ける
ことができ、図書館にとっては日々の仕事の積み重ね
の成果を実感することができ有益であった。また、こ
れまで普段図書館をあまり利用してこなかったような
人々も含め、様々なバックグラウンドを持つ人達が互
いの知識を交換し合い、新たな価値を創造していく活
動の場としての図書館の有効性についても確認できた
といえよう。
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